
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週
第３０週

実務経験 ✓

デジタルマーケティング基礎 講義

2026年度 授業計画（シラバス）

授業計画・内容

Webサイトコーディングツアー
ワークショップ「インタラクティブWebエレメント
制作」

【動画視聴／小テスト】WebUI

【動画視聴／小テスト】Webデザイン

画面設計作成ツアー
ワークショップ「UI/UX診断」
【動画視聴／小テスト】Webデザイン
【動画視聴／小テスト】Webコーディング
【動画視聴／小テスト】Webコーディング

Webデザインポイント解説
ワークショップ「ランディングページデザイン」
【動画視聴／小テスト】Webコーディング

【動画視聴／小テスト】Webコーディング【動画視聴／小テスト】SEO理論

ワークショップ「キーワード戦略コンペ」
ワークショップ「リアルタイムSEO診断」

マーケティングビジネス学科

企業におけるWebマーケティングの取り組みに必要な基礎知識を「戦略立案」「施策実行」「データ分析」
から「サイト制作」スキルまで幅広く体系的に学ぶ
動画授業では、各テーマごとにインプットと確認課題を積み重ね、基礎知識の定着を図る
対面授業では、動画で学んだテーマに関する詳細解説、実例紹介、実践ワーク等を通して、Webマーケ
ティング実務への理解をさらに深める

企業のWebマーケティング現場におけるマインドセットを身に付ける
自身のキャリア志向性に合ったテーマやスキルを発見する

【動画視聴／小テスト】Webライティング
【動画視聴／小テスト】Web分析

【動画視聴／小テスト】インターネット基礎
【動画視聴／小テスト】Webマーケティング
Webマーケティングの歴史とキャリア
ワークショップ「あなたが毎日使うWebサイト
の裏側」【動画視聴／小テスト】Webマーケティング

【動画視聴／小テスト】Webマーケティング
【動画視聴／小テスト】SEO理論
ワークショップ「ペルソナ・カスタマージャ
ニー」
デジタル広告体験ツアー【動画視聴／小テスト】SEO理論

ワークショップ「記事構成案作成」
AI時代のSEOとWebライティング

ワークショップ「WordPressサイト開設」
WordPressカスタム開発事例紹介

【動画視聴／小テスト】Webライティング

【動画視聴／小テスト】WordPress基礎

【動画視聴／小テスト】WordPress基礎
【動画視聴／小テスト】WordPress応用

【動画視聴／小テスト】SEO理論
【動画視聴／小テスト】Webライティング

実務経験のある教員による
授業科目

約16年に渡るWebマーケティングコンサルティング経験

必修

評価方法

教科書
教材など

出席（10％）、動画視聴（20%）、小テスト（30％）、プレゼン発表（40％）
【前期試験プレゼンテーマ】Webマーケティングプラン発表会
【後期試験プレゼンテーマ】模擬クライアントプレゼンテーション

e-Learning動画コンテンツ、担当教員によるスライド資料及び補足資料、小テスト

【動画視聴／小テスト】WordPress応用

【オンライン】講師紹介・オリエンテーション
【動画視聴／小テスト】インターネット基礎

佐藤 聡、荒木 美英子

授業概要
・

授業内容

到達目標

ワークショップ「Webサイト要件定義」
Webサイトの提案から受注・納品まで

【動画視聴／小テスト】WordPress応用
【動画視聴／小テスト】Webディレクション

【動画視聴／小テスト】Web分析

ワークショップ「GA/Looker Studio体験」
Web分析データ考察



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

前期「解体編 - 常識を壊し、問いを立てる」
AI時代に「考える人材」が求められる理由

後期「構築編 - 自分だけの価値を生み出す」
「あなたは何屋か？」を定義する 【対面】

2026年度 授業計画（シラバス）
マーケティング演習Ⅰ マーケティングビジネス学科 演習

中山 顕作、荒木 美英子 必修

授業概要
・

授業内容

「便利な使いやすい人材にならない」をスローガンに、マーケティングの本質である「価値創造と差別化」について徹
底的に考え抜く。生成AI時代における人間固有の価値とは何かを問い続け、AIには代替できない思考力・判断力・
創造力を持つ人材の育成を目指す授業。
前期は「解体編」として、マーケティングの常識やAI万能論を批判的に検証し、後期は「構築編」として自分だけの価
値を生み出す力を鍛える。ディベート・ロールプレイ・実地リサーチなど、体験型ワークショップを中心としたインタラク
ティブな授業設計。身近な消費体験やアルバイト経験を題材に、マーケティング思考を「自分ごと」として体得する。

到達目標

生成AIを「使いこなす」だけでなく、AIにはできない問いの立て方・価値判断の軸を持つ
身近な消費体験から本質を抽出し、マーケティング思考を日常に応用できる
批判的思考を養い、データ・トレンド・成功事例を鵜呑みにしない判断力を身につける
自身の考えを論理的に組み立て、他者と議論しながら磨き上げる力を獲得する

授業計画・内容

マーケティングの「正解」を疑え【対面】
フレームワーク依存の落とし穴

「誰に届けるか」を1人まで絞り込む
ペルソナの先にあるリアルな顧客像

「お客様は神様」の嘘
顧客の声はなぜ当てにならないのか

市場は「見つける」のではなく「作る」
ゼロから需要を生んだ事例研究

バズれば勝ち？
 SNSマーケティングの幻想と現実

自分の「当たり前」が武器になる
独自の強みの発掘ワークショップ

データが見せる幻
数字に騙されない思考法

AIを味方につける価値設計
人間×AIの最適な役割分担

「みんなやっている」に潜む罠
同調圧力とマーケティング

ストーリーで売る
なぜ人は物語に心を動かされるのか

ブランドは広告では作れない
体験と信頼の設計思想

値段の付け方で世界が変わる
プライシング戦略の実践

生成AIはマーケターを殺すのか？
AIにできること・できないことの境界線

社会課題をビジネスに変える
「良いこと」で「稼ぐ」は矛盾しない

「安ければ売れる」は本当か？
価格と価値の心理学

リソースがないなら知恵を使え
 制約条件下の意思決定訓練

成功事例という名の思考停止
なぜ模倣は失敗するのか

10年後の業界地図を描く
未来予測と逆算思考の実践

コンビニから学ぶマーケティングの本質
身近なビジネスの裏側を読む

アルバイト先を変革せよ【対面】
身近なビジネスの改善提案ワーク

「差別化」が差別化にならない理由
独自性の本当の意味

あなた自身をマーケティングする
セルフブランディングの設計

消費者の「言っていること」と「やっていること」
のズレ【対面】
行動観察の技法

事業計画を30分で作る
実現可能性とビジョンの両立

教科書
教材など

教科書は使用しない
参考文献は適宜提示
ケース教材（実際の企業・身近なビジネスの成功・失敗事例）
生成AIツール（Claude、ChatGPT等）を授業内で実際に使用
現役経営者・起業家のインタビュー記事や講演動画
外資系企業でのマーケティング実務、起業経験

実務経験のある教員による
授業科目

前期の統合ディベート：
AIはマーケターに取って代われるか？

最終プレゼン：
「AI時代に私が届ける価値」

前期のまとめ（テスト実施） 後期のまとめ（テスト実施）

評価方法

前期・後期共通（100点満点）
・出席・授業態度：50%
（議論・ディベートへの積極的な参加　・他者の意見への建設的な批判　・ワークショップでの発言と貢献
の質）
・試験：50%
（着眼点の独自性　・論理展開の妥当性　・実現可能性との向き合い方　・AI活用と独自思考の統合力）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

Course Introductionオリエンテーション
Course Introduction (Orientation)
・ファシリテーションって何？

前期の振り返りと再設計
 Review and Redesign of First Semester
・進行スキルの見直し

2026年度 授業計画（シラバス）
プレゼン・ファシリテーション マーケティングビジネス学科 講義

PARVIN MST SONIA 必修

授業概要
・

授業内容

This course aims to develop students’ facilitation skills for leading discussions smoothly. Students will
learn basic skills such as listening, questioning, organizing ideas, and building consensus, and will
develop these skills through practical activities like pair work and group work. By the end of the course,
students will be able to create an environment where all participants can easily contribute and
effectively summarize discussions.

到達目標

Students will be able to:
1. Give simple presentations in English/Japanese.
2. Use basic presentation expressions.
3. Ask and answer simple questions.
4. Guide a small discussion in English.
5. Encourage participation and summarize ideas.

授業計画・内容

話し合いの基本
 Basics of Discussion
・ルールとマナー

質問力の強化
Improving Questioning Skills
・良い質問の作り方役割理解

 Understanding Roles
・司会・記録・参加者

深い対話の促進
 Promoting Deeper Discussion
・考えを引き出す聞く力①

Listening Skills①
・相手の話を正しく理解する

意見の対立への対応
 Handling Conflicts
・対立を整理する聞く力②

 Listening Skills②
・うなずき・リアクション

合意形成①
 Consensus Building①
・意見をまとめる話を引き出す

 Encouraging Participation
・発言しやすい雰囲気づくり

合意形成②
 Consensus Building②
・納得できる結論意見の整理①

 Organizing Ideas①
・キーワードをまとめる

時間管理
 Time Management
・時間内に進める意見の整理②

 Organizing Ideas②Opening, sequencing, and
closing   phrases

進行スキル応用
 Advanced Facilitation Skills;Managing
speaking order and   keeping balance質問の仕方

 Asking Questions
・オープン・クローズ質問

企画づくり①
 Planning a Session①
・進行計画を作る話の広げ方

 Expanding Discussion;
              What a facilitator does, basic

企画づくり②
 Planning a Session② Solving Simple
Problems in  Discussion中立的な立場

 Neutral Position; Yes/no questions and open
questions for discussion

実践練習①
 Practice① Longer presentation with visuals
and Q&A進行の工夫①

 Facilitation Techniques①
・場の盛り上げ方

実践練習②
 Practice② Leading a discussion and
summarizing opinions進行の工夫②

Facilitation Techniques②
・トラブル対応

プレゼン発表（後期①）
 Presentation (Second Semester①)
               Presentation plus facilitation in

教科書
教材など

担当講師によるスライド

実務経験のある教員による
授業科目

プレゼン発表（前期）
 Presentation (First Semester)
・進行の実演

プレゼン発表（後期②）
 Presentation (Second Semester②)
               Final practice and feedback前期まとめ

 First Semester Review
・振り返り＋改善

後期まとめ
 Second Semester Review
・成長の振り返り

評価方法

1.Class attendance and attitude 15%
2. Class participation and preparation: 20%
3. Speaking tasks and mini presentations: 20%
4. Short class test 20%
5. Final presentation 25%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

Course intro + What is a business plan?
日本語：授業紹介＋ビジネスプランとは何か

Product/service design (packages)
日本語：商品・サービス設計（プラン／パッケージ）

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネスプランニング マーケティングビジネス学科 講義

PARVIN MST SONIA 必修

授業概要
・

授業内容

This course teaches beginner-level business planning in simple English. Students learn how to create a
realistic business idea and explain it clearly. Step by step, students develop a short business plan with
basic market research, marketing, and simple financial calculations. The course uses many worksheets,
pair work, and short presentations. By the end, each student completes a business plan and gives a
final pitch.

到達目標

By the end of the course, students will be able to:
1.Explain a business idea in simple English.
2.Identify a target customer, problem, and solution (value proposition).
3.Describe the market and competitors.
4.Decide pricing, revenue model, and basic costs (break-even).
5.Write a short business plan.
6.Deliver a 10–15 minute pitch with simple slides and answer questions.

授業計画・内容

Business vocabulary + choose a business idea
日本語：ビジネス基本単語＋ビジネスアイデアを決める

MVP (small test) + validation plan
日本語：MVP（小さく試す）＋検証計画

Target customer (who is it?) + simple persona
日本語：ターゲット顧客（誰？）＋ペルソナ作成（簡単）

Customer interviews (questions + practice)
日本語：顧客インタビュー（質問作成＋練習）

Problem/need (customer pain)
日本語：課題・ニーズ（顧客の困りごと）

Pricing (cost vs value)
日本語：価格設定（コスト基準／価値基準）

Solution + value proposition (We help X…)
日本語：解決策＋価値提案（私たちはXを助ける）

Costs (startup vs monthly; fixed vs variable)
日本語：費用（初期費用／月費用・固定費／変動費）

Mini pitch (5 min + feedback
日本語：ミニピッチ（5秒）＋フィードバック

Simple forecast (sales + revenue + profit)
日本語：簡単な予測（売上・収益・利益）

Market basics (where/how big?)
日本語：市場の基本（どこで／どのくらい大きい？）

Break-even (basic) + cash flow idea
日本語：損益分岐点（基本）＋キャッシュフローの考え方

Competitors (direct/indirect)
日本語：競合（直接競合／間接競合）

Operations (workflow: order → delivery →
support)
日本語：運営（流れ：受注→提供→サポート）Differentiation (why choose you?)

日本語：差別化（なぜあなたを選ぶ？）
Team & roles (even if solo)
日本語：チームと役割（1人でも役割を分ける）

Revenue models (how you make money)
日本語：収益モデル（どうやって稼ぐ？）

Risks & solutions (risk table)
日本語：リスクと対策（リスク表）

Channels (how customers find you)
日本語：販売・集客チャネル（どうやって見つけてもら
う？）

Write the business plan (1–3 pages)
日本語：ビジネスプランを書く（1〜3ページ）

Marketing message (simple copywriting)
日本語：マーケティングメッセージ（簡単な宣伝文）

Draft review + peer feedback
日本語：ドラフト確認＋相互フィードバック

Sales basics + customer Q&A
日本語：販売の基本＋顧客対応Q&A

Final (Presentation/Test)preparation
Option A: 10–15 min final pitch + 6-slide deck +
final plan

教科書
教材など

担当講師作成のスライド

実務経験のある教員による
授業科目

Mid-term Final (Presentation/Test)

Option A: 5–10 min pitch + 1-page lean plan

Revision week (improve plan & numbers)
日本語：改善週（プランと数字の修正）

Reflection + improve plan based on feedback
日本語：振り返り＋フィードバックをもとに改善

Showcase + reflection (portfolio submission)
日本語：発表共有＋振り返り（ポートフォリオ提出）

評価方法

Weekly worksheets/homework: 40%
Project checkpoints (Weeks 6, 10, 18, 22, 27): 30%
Presentation Mid-term and final (Week 14,29): 15%
Attendance and attitude: 15%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリテン・課題発見とGD（アイスブレイク）・プレゼ
ン講義（OIC動画視聴）

BFW7スタバVSドトール　顧客は誰？/（連携先C講
義）事業課題の概要説明（1年のみ）

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネス課題解決演習(PBL） マーケティングビジネス学科 演習

有田 裕一 必修

授業概要
・

授業内容

以下の内容で構成された社会課題の課題設定から解決策策定までを授業を通じて実践する。
①産学連携先ビジネスパーソンによる講義及び個人ワーク指導。
②ビジネスフレームワーク（以下BFW)習得とワーク・プレゼンの実践によるPBL手法定着。

到達目標

①解像度の高い課題設定、仮説と裏付けを経て回答・社会実装に至るPBL手法を実践できる人材の育
成。
②ディスカッション、プレゼンテーション等のコミュニケーションスキルを実践できる人材の育成。
③顧客分類・環境分析、SWOT分析、ロジックツリー、データ収集・分析等のビジネススキルを実践できる
人材の育成。

授業計画・内容

なぜビジネスフレームワーク（以下BFWと略す）を
学ぶのか？/課題を見つけ方＆７つのヒント

BFW8スタバVSドトール　商品・価格・雰囲気は？/
連携先C　仮説及び裏付け（個人ワーク）

BFW1スタバVSドトール　なぜ共存？ロジックツ
リー①/連携先A社会課題発見

BFW9スタバVSドトール　顧客行動分析/連携先A
登壇　金融教室

BFW2スタバVSドトール　内部の強み・弱みは？/
連携先A社会課題発見

BFW10スタバVSドトール　業務改善のポイントは？
/連携先C  課題発見（個人ワーク）

BFW3スタバVSドトール　外部の機会・脅威は？/
連携先A社会課題発見

BFW11スタバ・ドトール共通アンケートフォームは？
/連携先C登壇　中間プレゼン（発見課題）・講評

BFW4スタバVSドトール　お互いの強みやチャンス
とは？ロジックツリー②/連携先A社会課題精査

連携先C仮説設定・裏付け（個人ワーク）

BFW4スタバVSドトール　ツリーをさかのぼって仮
説を立てる　ロジックツリー③/連携先A社会課題
精査

連携先C　仮説設定・裏付け/社会実装（個人ワー
ク）

BFW5スタバVSドトール　社会の流れとの相性
は？/連携先A社会課題仮説設定

連携先C　仮説設定・裏付け/社会実装（個人ワー
ク）

BFW6スタバVSドトール　お互いの脅威とは？
SWOT・LT見直し/連携先A登壇・講評（1，2年合
同）

連携先C　社会実装（個人ワーク）

myGPT「データ検索さん」を作成しよう 岡山イノベーションコンテスト振り返り

「データ検索さん」で仮説を裏付けしよう 岡山イノベーションコンテスト振り返り

連携先A社会課題の仮説裏付け 連携先Cプレゼンリハーサル/連携先C登壇　最終
プレゼン（課題～実装）・表彰

連携先A社会課題の仮説裏付け 連携先A　プレゼンリハーサル・最終準備

教科書
教材など

担当教員によるスライド、ChatGPT等の各種アプリ

実務経験のある教員による
授業科目

連携先A社会課題の社会実装計画 連携先A　最終プレゼン・講師講評

連携先A社会課題の社会実装計画 該当授業　振り返りと来期展望

評価方法

定期試験は実施せずに、毎授業時間内におけるプレゼンスキル、ビジネスフレームワークの習得・パ
フォーマンス及び出席状況、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：ビジネスフレームワーク（30％）・コミュニケーションスキル（30％）・ビジネススキル（30％）出
席や授業態度（10％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション＆基本操作（復習ドリルあり） word  ページレイアウト（余白、ページ番号）・ ヘッ
ダー・フッター設定・セクション・表

2026年度 授業計画（シラバス）
オフィス文書とデータ処理 マーケティングビジネス学科 演習

有田 裕一 必修

授業概要
・

授業内容

セキュリティが厳しくMicrosoft office以外のソフトウェアが使用できない業界・事業所で即戦力+αで働く
ためのexcel、word技術を習得する。

到達目標

①パワークエリを使用し、データ読み込み、整形が自由にできる人材の育成。
②excel データ分析・ソルバーを使用し、グラフ作成、データ分析できる人材の育成。
③google スプレッドシート・ドキュメントの機能の相違点を理解し、適宜使い分けられる人材の育成。

授業計画・内容

Power Query ① データ取り込み（文字化け/型/更
新）

word　見出し・目次・図表番号

Power Query ② クリーニング（整形の実践） word　excelデータをwordに挿入・グラフや表をword
に挿入

Power Query ③ 結合・集計
（Merge/Append/Group）

word　差し込み印刷

関数ツールキット（IF / XLOOKUP / SUMIFS）＋
Excel↔Sheets比較

word　共同編集＋Word↔Docs共有比較　課題5

Excel↔Sheets比較　バイブコーディングとVBA、
GASプロダクト作成　課題１

excel　スクショ　スマートアート他挿入

ピボットテーブル① 基本（集計の最短ルート） excel　条件付き書式

ピボットテーブル② 分析＆スライサー／ピボットグ
ラフ

excel　スパークライン

データ分析（相関分析） excel　ゴールシーク、シナリオ予測

グラフ分析（トレンドライン／見せ方） 事例1「ダイエット意識調査」をword＆excelで作成
課題6

PowerPoint 実務スライド（Excel分析成果を伝え
る）課題２

事例２「医療費削減をお願いしよう」をword＆excel
で作成　課題7

excel　ソルバー分析　課題３ 事例３「Jリーグ」をword＆excelで作成　課題8

excel　データ分析（t検定・分散分析） 事例4「アンケート分析レポート」をword＆excelで作
成　課題9

教科書
教材など

担当教員によるスライド、Microsoft office・Google sheets＋Docs

実務経験のある教員による
授業科目

excel　データ分析（カイ二乗検定・回帰分析） ダッシュボード制作＋バイブコーディングで制作物
自動送信①

ダッシュボード制作（PQ→ピボット→報告）　課題４ ダッシュボード制作＋バイブコーディングで制作物
自動送信②　課題10

評価方法

・各課題提出（８０％）
・規律（出欠、授業態度）（20％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

労務管理の基本と目的：労務管理の基本と目的につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

時間外労働と割増賃金：多様な働き方と制度対応につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

2026年度 授業計画（シラバス）
労務管理入門 マーケティングビジネス学科 講義

荒木 美英子 必修

授業概要
・

授業内容

本授業では、企業活動における「人」に関する管理＝労務管理の基礎を学ぶ。
労働法、労働時間、賃金、雇用形態などを理解し、実際の職場で役立つ知識を身につける。

到達目標

本授業では、講義＋グループワーク＋ケーススタディで企業活動における「人」に関する管理＝労務管
理の基礎を学ぶ。
労働法、労働時間、賃金、雇用形態などを理解し、実際の職場で役立つ知識を身につける。

授業計画・内容

労働法の体系：労働法の体系について、基礎知識と実
務への応用を学ぶ。

年次有給休暇と特別休暇の管理：非正規雇用とパートタ
イム制度について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

雇用形態の種類：雇用形態の種類について、基礎知識
と実務への応用を学ぶ。

育児・介護休業と両立支援制度：外国人労働者の受入と
管理について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働契約の基礎：労働契約と就業規則について、基礎
知識と実務への応用を学ぶ。

メンタルヘルスと職場環境改善：高齢者雇用と定年制度
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働時間制度の基礎：労働時間と休憩・休日について、
基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働災害と安全対策：育児・介護制度の対応について、
基礎知識と実務への応用を学ぶ。

賃金制度の基礎：賃金と割増賃金について、基礎知識
と実務への応用を学ぶ。

職場におけるハラスメント対策：労務管理と法改正の動
向について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

福利厚生と職場環境：年次有給休暇と特別休暇につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働時間管理と勤怠制度の整備：職場のコミュニケー
ションについて、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

就業規則と社内ルール：福利厚生とその役割につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

人事評価と労務管理の連携：内部通報制度と倫理管理
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働トラブルと対応策：労働安全衛生について、基礎知
識と実務への応用を学ぶ。

人材育成とキャリア開発支援：人事データと労務管理の
活用について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働者の権利と保護制度：メンタルヘルス対策につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

外国人雇用と多様性マネジメント：労働組合と労使関係
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

外国人労働者と多様性管理：労働災害とリスク管理に
ついて、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

メンタルヘルスと職場環境づくり：副業・兼業と労務管理
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

職場の安全衛生とリスク管理：ハラスメント防止につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

テレワークと労務管理の変化：テレワークとその課題に
ついて、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働災害の予防と対応：人事評価制度の基礎につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

ハラスメント防止と企業の責任：DXと人事労務について、
基礎知識と実務への応用を学ぶ。

教科書
教材など

担当講師作成のオリジナルスライド使用
やさしい労務管理の手引き　厚生労働省 労働基準局 監督課
参考文献は適宜提示

実務経験のある教員による
授業科目

就業規則と服務規律：人材育成とキャリア支援につい
て、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労務リスクマネジメントと危機対応：人的資本経営とESG
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

労働時間と休憩・休日の管理：労働紛争の防止と対応
について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

これからの労務管理とキャリア支援：これからの労務管理とキャ
リア支援について、基礎知識と実務への応用を学ぶ。

評価方法

授業参加・発言：30％
課題（レポート）：30％
期末試験：40％



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

動機づけ・身だしなみ 就職活動に向けて①電話応対の基本

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネスマナー マーケティングビジネス学科 講義

荒木 美英子 必修

授業概要
・

授業内容

社会人として身につけておいてほしい最低限のマナーの習得。
あいさつや言葉遣い、話し方、立ち居振る舞いなどを毎回の授業で特に重点を置き、進めていく。
人前で話すことが苦→楽になるよう、また自信をもって自己表現ができるよう、発表やロールプレイング
を中心に理解度を深めていく。

到達目標

ビジネスマナーの基本的な知識を習得。
ロールプレイングや発表、スピーチを通じて、日常生活やアルバイトで実践しながら、体得し、自信をもっ
て就職活動に臨むことができるようになることを目標とする。

授業計画・内容

基本動作・言葉遣い 就職活動に向けて②メールのマナー

ケーススタディ（ロールプレイング） 就職活動に向けて③電話のマナー

仕事効率・スケジューリング 就職活動に向けて④来客応対の基本マナー

態度①離席・外出時マナー 就職活動に向けて⑤訪問時のマナー・身だし
なみ

就業態度①整理・整頓 マナーの歴史

就業態度①整理・整頓 国際人としてのマナー

就業態度②公私の区別と守秘義務 社会人に必要なマナー

勤務時間終了・休日の人間関係 ビジネスシーンのマナー①電話・メール

就業態度③報連相・指示の受け方 ビジネスシーンのマナー②来客応対

会議の参加と議事録 ビジネスシーンのマナー③ビジネス文書

受付と訪問③ エントリーシートの作成　志望動機

会議での発言 冠婚葬祭マナー

教科書
教材など

教科書は使用しない
担当講師作成のオリジナルスライド使用
参考文献は適宜提示

国家資格キャリアコンサルタント　就職支援、面接指導、職業意識形
成、対人コミュニケーション支援等の実践経験

実務経験のある教員による
授業科目

話し方のポイントと話法
エントリーシートの作成　自己PR

１年間のまとめ

前期面接対策評価試験 後期面接対策評価試験

評価方法

出席（10％）
授業態度（10％）
実技試験（40％）
筆記試験（40％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション（カリキュラム全体像を「統計データ
分析コンペティション」受賞論文を参考に説明）

事例３「Jリーグ　ホームVSアウェイどっちが有利」の実践
（個人ワーク)

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネスデータ分析基礎（DS） マーケティングビジネス学科 講義

有田 裕一 必修

授業概要
・

授業内容

以下の内容で構成されたデータリサーチデザイン作成から初歩的なデータ分析・洞察の発見までを個人
ワークを通じて実践する。
①生成ＡＩを使ったデータ分析・洞察の発見。
②教員準備のデータの整形、仮説設定・裏付け分析。

到達目標

①データサイエンスがマーケティングリサーチの具体的手法であることを理解、実践できる人材の育成。
②生成ＡＩから最適な回答を得られるプロンプトエンジニアリングを実践できる人材の育成。③データ種
別・課題から仮説検定～回帰分析のうち最適な手法を選別できる人材の育成。

授業計画・内容

生成AIプロンプトエンジニアリング 事例３「Jリーグ　ホームVSアウェイどっちが有利」の実践
（個人ワーク)

GPT・estatを使ってデータ収集演習 事例3「Jリーグ　ホームVSアウェイどっちが有利」の実践
（個人ワーク)＋課題４

データクリーニング、前処理について ロジスティック回帰モデル

データ有意差、信頼区間について 事例4「会員は継続か？退会か？」の実践（個人ワーク)

事例1「ダイエット意識調査」の実践（個人ワーク） 事例4「会員は継続か？退会か？」の実践（個人ワーク)
＋課題５

事例1「ダイエット意識調査」の実践（個人ワーク） 事例５「タイタニック乗船名簿から洞察を得よう」の実践
（個人ワーク）

事例1「ダイエット意識調査」の実践（個人ワーク）+課題
１

事例５「タイタニック乗船名簿から洞察を得よう」の実践
（個人ワーク）

相関分析の理論と実践（生成AIを使ってシンポジウムア
ンケート分析）＋課題２

事例５「タイタニック乗船名簿から洞察を得よう」の実践
（個人ワーク）＋課題６

事例２「地域別健康診断」の実践（個人ワーク） 事例1「ダイエット意識調査」の実践（個人ワーク）＋課題
７

事例２「地域別健康診断」の実践（個人ワーク） 事例２「医療費削減をお願いしよう」の復習（個人ワーク）
＋課題８

事例２「地域別健康診断」の実践（個人ワーク）＋課題３ 事例３「Jリーグ」の復習（個人ワーク）＋課題９

事例１，２のまとめ解説 事例４「会員は継続か？」の復習（個人ワーク）＋課題10

教科書
教材など

担当教員によるスライド、chatGPT有料版

実務経験のある教員による
授業科目

統計手法をサンプルを使って　ｔ検定　分散分析 事例５「タイタニック乗船名簿」の復習（個人ワーク）＋課
題11

統計手法をサンプルを使って　カイ二乗分析　回帰分析 PBL受講者アンケート分析＋課題12

評価方法

課題得点（80％）
規律（出欠、提出期限厳守）（20％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 6単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

What is English conversation?
Explanation of course goals(Be able to converse
and present in English!)

Future plans
Goal: Students can talk about future intentions
and plans.

2026年度 授業計画（シラバス）
英会話 マーケティングビジネス学科 演習
PARVIN MST SONIA、伊藤 シェリー
JAMES RAY LEGRAND JR. 必修選択

授業概要
・

授業内容

This course helps students improve their basic English communication skills, especially listening and speaking.
Students will practice useful English for daily life, school, and simple social situations.The course covers topics
such as self-introduction, greetings,daily routines, hobbies, shopping,travel, future plans, opinions, comparison,
culture, and discussion. In class, students will learn useful vocabulary and expressions and practice them through
pair work,interviews, discussions and presentations.

到達目標

By the end of this course, students will be able to:
1.Introduce themselves in English
2.Use basic greetings and everyday expressions
3.Talk about familiar topics such as daily life.
4.Communicate in simple daily situations such as shopping, eating out, traveling, and asking for help
5.Express their likes, dislikes, plans, experiences, and opinions
6.Ask and answer simple questions in conversation
7.Give a short presentation in English on a familiar topic participate actively and confidently in English.

授業計画・内容

Greetings and small talk
Thinking about Familiar English
Learn greeting and simple expressions?

Health and feelings
Goal: Students can describe basic health problems
and emotions.Self-Introduction(1). Talk about yourself.

Practice basic expressions.
 Family and friends

Opinions and reasons
Goal: Students can give opinions and support them
with simple reasons.Daily routines

Goal: Students can describe daily habits using
present simple.

Comparing things
Goal: Students can compare people, places, and
products.Likes, dislikes, and favorites

Goal: Students can talk about food, music, sports,
and preferences.

Review and speaking checkpoint 2
Goal: Students connect topics and speak in longer
turns.Time, dates, and schedules

Goal: Students can ask and answer about time
and plans.

Functional fluency and public speaking
 Invitations and making plans
Goal: Students can invite someone, accept, refuse,School, work, and study life

Goal: Students can describe their class, office, or
study habits.

Problems and solutions
Goal: Students can describe a problem and
suggest simple solutions.Hobbies and free time

Goal: Students can talk about activities they do in
free time.

Asking for help and giving advice
Goal: Students can ask for assistance and give
practical advice.Places in town

Goal: Students can talk about common places and
simple directions.

Rules and manners
Goal: Students can talk about classroom, school,
and public rules.Review and speaking checkpoint 1

Goal: Students review Weeks 1–9 and speak more
fluently.

Describing people and personality
Goal: Students can describe appearance and
personality politely.Food and restaurants

Goal: Students can order food and talk about
tastes and meals.

Culture and festivals
Goal: Students can introduce local culture and
compare traditions.Shopping

Goal: Students can ask about prices, sizes, colors,
and preferences.

News and current topics
Goal: Students can talk simply about a news topic
or trend.Travel and transportation

Goal: Students can talk about transport and
simple travel plans.

Debate and discussion skills
Goal: Students can agree, disagree, interrupt
politely, and respond.

教科書
教材など

For Speaking; PREPARE second edition by Joanna Kosta and Melanie Williams.[CAMBRIDGE]
And for Grammar; ENGLISH GRAMMAR IN USE by Raymond Murphy

実務経験のある教員による
授業科目

Weather and seasons
Goal: Students can discuss weather and seasonal
activities.

Final presentation preparation
Goal: Students organize ideas, use visual aids, and
practice delivery.Past experiences

Goal: Students can talk simply about past events
using past tense.

Final presentation and speaking test
Goal: Students deliver a short presentation and
answer questions.

評価方法

Evaluation will focus on:
        Fluency,  Vocabulary,  Grammar,  Pronunciation &  Interaction in conversation.
Class participation and in-class activities: 20%
Short speaking tasks and quizzes: 20%
Speaking test: 20%  Presentation: 20%  Final speaking test: 20%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

Vocabulary Focus; Course orientation +
placement
Grammar Focus; Sentence basics review

Midterm review + reset
Common errors
Strategy review

2026年度 授業計画（シラバス）
検定対策Ⅰ（英検・TOEIC） マーケティングビジネス学科 講義

PARVIN MST SONIA 必修選択

授業概要
・

授業内容

•This course develops practical English for daily life and school/work situations.
•Students build balanced skills in listening, speaking, reading, and writing, with an emphasis on speaking and short writing tasks.
•Lessons include pair/group communication activities (role-plays, interviews, discussions) and guided writing (messages,
emails, short paragraphs).
•Key grammar is reviewed and practiced for real communication (tenses, modals, comparisons, connectors).

到達目標

By the end of Week 30, students can:
•Speak: introduce themselves, describe routines and experiences, make requests, give suggestions, and express simple
opinions with reasons.
•Listen: understand the main point of short conversations and announcements in common situations (travel, shopping,
school/work).
•Read: understand key information in short emails, notices, schedules, and simple articles.
•Write: produce 60–120 word texts such as messages, short emails, and basic paragraphs with clear structure.

授業計画・内容

Vocabulary Focus ;Education & school
Grammar Focus  ;Present/Past review	
Reading Focus ;Short texts (notices)

Education/Work advanced
Modals (polite, advice)
Longer textsWork & daily life

Future forms
Emails/messages

Environment/Global issues
Relative clauses (expanded)
Main idea/detailsHealth & lifestyle

Modals (can/should/must)
Short passages Qs

Health/Well-being
Passive review
Inference questionsTechnology

Comparatives/superlatives
Longer passage intro

Technology/Social media
Conditionals review
Compare viewpointsEnvironment

Count/ uncount + quantifiers
Skimming & scanning

Money/Consumer topics
Verb patterns
Timed reading setTravel & transportation

Prepositions + phrasing
Timetables/ads

Culture/Communication
Complex sentences (and/but/although)
Paragraph mappingSociety & community

Gerunds/infinitives
Opinion-type texts

Science/Innovation
Tense consistency
Long passage timingMoney & shopping

Articles (a/an/the)
Matching info questions

Society/Rules
Pronouns/clarity
Practice setCulture & media

Relative clauses (basic)
Medium passages

Mixed themes
Mixed grammar
Mock reading (full)Science & nature

Passive voice (basic)
Long passage strategy

Review week
High-frequency grammar
Full reading + reviewRelationships

Conditionals (basic)
Practice set (timed)

Weak points clinic
Personal weak points
Target practiceReview week

Mixed grammar review
Full reading set

Final prep 1
Speed vocab/grammar
Full mock reading

教科書
教材など

英検２級フラス、英検２級と英検３級過去６回全問題集2026

実務経験のある教員による
授業科目

Test preparation
Weak points focus
Mock reading

Final prep 2
Mixed review
Final timed setMIDTERM TEST

Vocab/Grammar/Reading/Writing
Midterm test suggestion:

FINAL TEST
Vocab/Grammar/Reading/Writing
Exam-style; Vocab (multiple choice)

評価方法

Attendance and class attitude: 10%
Weekly quizzes (vocabulary + grammar): 20%
Reading checks / homework: 20%
Writing portfolio (drafts + revisions): 20%
 Test : 30%



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション／マーケティング検定3級
とは
授業の進め方

製品戦略①
製品とは何か
製品の分類

2026年度 授業計画（シラバス）
検定対策（マーケティング） マーケティングビジネス学科 講義

荒木 美英子 必修選択

授業概要
・

授業内容

マーケティングの基礎を体系的に学び、公益社団法人日本マーケティング協会主催のマーケティング検
定3級合格を目指す。公式出題領域は、基本概念、市場環境、戦略的マーケティング、マーケティング・リ
サーチ、消費者行動、製品戦略、価格戦略、コミュニケーション戦略、チャネル戦略、サービス・マーケ
ティングの10領域で構成されているため、本授業ではそれらを順序立てて学習し、演習と模擬問題で定
着を図る。

到達目標

マーケティングの基本用語・考え方を説明できる
市場・顧客・競争の見方を理解できる
STP、4Pなどの基礎フレームを活用できる
消費者行動やリサーチの基本を理解できる
マーケティング検定3級レベルの問題を解ける
模擬試験で合格水準（正答率70％以上）を目指すことができる

授業計画・内容

マーケティングの基本概念①
マーケティングとは何か
売れる仕組みづくり

製品戦略②
ブランド
新製品開発マーケティングの基本概念②

顧客価値
顧客満足

価格戦略①
価格の役割
価格設定の考え方市場環境①

市場とは何か
需要と供給

価格戦略②
心理的価格
値引き市場環境②

競争環境
業界構造

コミュニケーション戦略①
プロモーションの基本
広告戦略的マーケティング①

戦略的マーケティングの考え方
セグメンテーション

コミュニケーション戦略②
SNS時代の情報発信
AIDMA、AISASなどの基本戦略的マーケティング②

ポジショニング
STPの整理

チャネル戦略①
流通の役割
チャネルとは何かマーケティング・リサーチ①

リサーチの目的
定量調査と定性調査

チャネル戦略②
オムニチャネル
ECと店舗マーケティング・リサーチ②

アンケート調査の基礎
質問項目の作り方

サービス・マーケティング①
モノとサービスの違い
サービスの特性消費者行動①

消費者行動とは
購買意思決定プロセス

サービス・マーケティング②
顧客体験
リピート化消費者行動②

文化・社会・心理的要因
ライフスタイル

総合復習①
10領域の整理
セクション別確認前期まとめ①

基本概念〜消費者行動まで総復習
用語確認

総合復習②
模擬問題演習
時間配分練習前期まとめ②

頻出論点整理
間違えやすい用語比較

実戦演習①
30問形式の模擬試験
採点

教科書
教材など

マーケティング検定3級 公式問題集＆解説
担当教員作成スライド
必要に応じて時事的な企業事例資料

実務経験のある教員による
授業科目

前期演習
過去形式に近い問題演習
解説と弱点分析

実戦演習②
合格ライン突破演習
領域別の最終確認前期到達度確認

中間テスト
振り返り

最終確認・受験直前対策
本番に向けた確認
頻出テーマ総復習

評価方法

出席率：20％
授業態度：20％
課題：30％
検定受験：30％



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

オリエンテーション・自己紹介 履歴書作成①
（基本）

2026年度 授業計画（シラバス）
日本就職対策Ⅰ マーケティングビジネス学科 講義

井上 幸路、時實 好恵 必修選択

授業概要
・

授業内容

本授業は、日本での就職を目指す留学生を対象に、自己理解の深化と職業理解の促進を基盤として、実践的な就
職活動力の養成を目的とする。前半では、来日の目的やこれまでの経験を振り返り、価値観や働く意味を明確にす
るとともに、職種・業界理解や日本の職場文化への理解を深め、キャリアプランを構築する。中盤では、企業分析や
求人の見方を学び、履歴書作成や就職活動の進め方を通して、主体的に行動する力を養う。後半では、適性検査
や筆記試験、面接対策を段階的に行い、実践力を高める。最終的に振り返りと目標設定を行い、継続的に成長でき
る基盤の形成を目指す。

到達目標

日本での就職に向けて必要な自己理解と職業理解を深め、主体的に就職活動を進める力を身につけることが到達
目標である。具体的には、自身の強みや価値観をもとに将来の方向性を明確にし、企業分析や応募書類の作成、
面接において適切に表現できる力を養うとともに、日本の職場文化を理解し、円滑に適応できる基礎力を身につけ
ることを目標とする。

授業計画・内容

自己分析①
来日の理由・将来の方向性

履歴書作成②
（志望動機・自己ＰＲ）

自己分析②
日本での経験の振り返り

就職活動の進め方
（スケジュール・応募戦略）

自己分析③
進学の理由

選考対策①
適性検査（クレペリン検査・図形判別・照合）

自己分析④
アルバイト経験の整理

選考対策②
筆記試験（計算の基本）

自己分析⑤
強み・弱み／性格分析

選考対策③
筆記試験（割合計算・損益計算・料金計算）

自己分析⑥
価値観・働く目的（なぜ日本で働くか）

選考対策④
筆記試験（速さ・時間・距離）

自己分析⑦
仕事とは何か／働く意味

選考対策⑤
筆記試験（仕事算・推論）

職種・業界の理解 選考対策⑥
筆記試験（集合・確率）

日本の働き方・職場文化 選考対策⑦
筆記試験（表・グラフの読み取り）

キャリアプラン作成（短期・中期目標） 選考対策⑧
面接試験（面接試験の流れ、面接試験練習）

企業分析①
（基本情報の収集）

選考対策⑨
面接試験（よくある質問）

企業分析②
（他社との比較）

選考対策⑩
面接試験（模擬面接）

教科書
教材など

担当講師作成のプリント、ファイル

実務経験のある教員による
授業科目

企業分析③
（自分との接続）

選考対策⑪
就職試験（総合演習）

求人の見方・仕事の探し方 振り返り・２年次目標設定

評価方法

定期試験、出席状況、提出物、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：出席状況（３０％）、提出物（５０％）、授業態度（２０％）



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 8単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（1) JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）
（12）

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネス日本語Ⅰ マーケティングビジネス学科 講義

井上 幸路 必修選択

授業概要
・

授業内容

学校生活のみでなく将来の就職活動や社会人としての生活に向けて、多様な文書作成能力を養い、人
間関係構築のための口頭表現力を身につける。また、自分が関心を持つさまざまな話題について、明
瞭、詳細に書くことができるようにする。
授業は日本語直接法による講義形式で行う。
学習項目に合わせ、宿題や確認テストを課し、理解度を深める。

到達目標

JLPT・BJT レベル適切級に合格する。
日本語四技能を総合的に使えるようにする。

授業計画・内容

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（2) JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）
（13）

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（3) JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）
（14）

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（4) 日本語能力試験直前対策④

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（5) 日本語能力試験直前対策⑤

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（6) 日本語能力試験直前対策⑥

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（7) BJT対策（聴解・聴読解・読解）(1)

日本語能力試験直前対策① BJT対策（聴解・聴読解・読解）(2)

日本語能力試験直前対策② BJT対策（聴解・聴読解・読解）(3)

日本語能力試験直前対策③ BJT対策（聴解・聴読解・読解）(4)

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（8) 第22週～第27週までの確認テスト

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）（9) BJT対策（聴解・聴読解・読解）(5)

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）
（10)

BJT対策（聴解・聴読解・読解）(6)

教科書
教材など

オリジナル教材（プリント配付）
BJTビジネス日本語能力テスト公式模擬テスト&ガイド
トライN1N2
JLPTの語彙N1・N2

実務経験のある教員による
授業科目

JLPTN2/N1対策（文法・語彙・聴解・読解）
（11)

BJT対策（聴解・聴読解・読解）(7)

期末試験 期末試験

評価方法

定期試験を実施。
単元ごとの確認テスト及び毎授業時間の出席状況、授業態度と課題の提出とその成果などを総合的に
考慮して成績を評価する。
※評価目安：定期試験と確認テスト・実力テスト・課題・授


